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中
小
企
業
を
取

り
巻
く
経
営
環
境

は
厳
し
い
も
の
が

あ
る
。
原
油
・
原

材
料
の
高
騰
が
オ

イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以

来
の
記
録
的
な
価

格
と
な
る
一
方

で
、
親
事
業
者
へ

の
納
入
価
格
・
公

共
事
業
体
の
落
札

価
格
は
低
迷
を
続

け
る
な
ど
、
﹁
下

請

け

い

じ

め

﹂

﹁
低
価
格
入
札
﹂

が
横
行
し
中
小
企

業
は
い
ま
や
危
機

的
状
況
に
あ
る
と

い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。

　
こ
う
し
た
状
況
に
鑑
み
、
昨
年

12
月
、
福
田
総
理
は
﹁
原
油
高
騰
・

下
請
け
中
小
企
業
に
関
す
る
緊
急

対
策
関
係
閣
僚
会
議
﹂
を
２
回
開

催
し
、
関
係
省
庁
に
対
し
て
、
原
油

高
騰
の
影
響
を
受
け
る
中
小
企
業

に
所
要
の
緊
急
対
策
を
指
示
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
深
刻
な
影
響
を
蒙
る
中
小
企
業

に
対
し
て
、
政
府
が

と
っ
た
一
連
の
措
置
に

つ
い
て
は
一
定
の
評
価

を
下
す
も
の
の
、
今
回

の
緊
急
措
置
が
場
当
た

り
的
な
対
策
に
終
始
し

な
い
よ
う
、
今
後
は
、
中

小
企
業
に
お
け
る
金
融

支
援
策
の
強
化
や
経
営

指
導
を
効
果
的
に
行
う
相
談
窓
口

体
制
の
構
築
な
ど
、
中
小
企
業
底

上
げ
に
対
し
て
一
段
と
踏
み
込
ん

だ
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
　

　
わ
が
国
企
業
の
99
％
を
占
め
日

本
経
済
を
下
支
え
す
る
中
小
企
業

が
健
全
な
経
営
環
境
を
取
り
戻
し
、

地
域
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
た

め
、
政
府
に
対
し
て
、
中
小
企
業
底

﹁
非
核
日
本
宣
言
﹂
を
求
め
ま
す

中小企業底上げ対策の

　　一層強化を求めます

上
げ
対
策
の
一
層
強
化
を
は
か
る

よ
う
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
強
く

要
望
す
る
も
の
で
す
。

１
　
中
小
・
小
規
模
企
業
者
の
金

融
支
援
を
ト
ー
タ
ル
に
行
う
た

め
の
﹁
仮
称
・
中
小
企
業
資
金
繰

り
円
滑
化
法
﹂
の
早
期
制
定

２
　
各
省
庁
所
管
の
も
と
数
多
く

あ
る
中
小
企
業
相
談
窓
口
を
一

本
化
す
る
こ
と

３
　
公
正
な
取
引
を
実
現
す
る
た

め
、
下
請
代
金
支
払
遅
延
防
止

法
を
厳
格
に
運
用
す
る
こ
と

４
　
下
請
適
正
取
引
の
た
め
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
周
知
徹
底
を
行

う
こ
と

提
出
先
　
内
閣
総
理
大
臣
・
経
済

産
業
大
臣

　
２
０
０
０
年
５
月
、
核
保
有

５
ヵ
国
政
府
は
、﹁
自
国
の
核
兵
器

の
完
全
廃
絶
﹂
を
﹁
明
確
な
約
束
﹂

と
し
て
受
け
入
れ
、
世
界
は
核
兵

器
廃
絶
の
希
望
を
も
っ
て
新
た
な

世
紀
を
迎
え
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
れ
以
後
８
年
を
経

よ
う
と
す
る
い
ま
も
、﹁
約
束
﹂
実

行
の
道
筋
は
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。

　
い
ま
な
お
世
界
に
は
膨
大
な
核

兵
器
が
維
持
・
配
備
さ
れ
、
核
使
用

を
示
唆
す
る
発
言
さ
え
く
り
か
え

さ
れ
て
い
ま
す
。
新
世
代
の
核
兵

器
開
発
が
お
こ
な
わ
れ
る
一
方
、

北
朝
鮮
の
核
実
験
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
拡
散
の
危
険
も
現
実
の
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
打
開
す
る
た

め
に
、
日
本
政
府
に
は
、
ヒ
ロ
シ

マ
・
ナ
ガ
サ
キ
を
体
験
し
た
国
と

し
て
、
核
兵
器
の
廃
絶
の
努
力
を

世
界
に
呼
び
か
け
、
促
進
す
る
強

い
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
努
力
を
実
ら
せ
る

た
め
に
は
、
み
ず
か
ら
も
証
し
と

し
て
、﹁
核
兵
器
を
も
た
ず
、
つ
く

ら
ず
、
持
ち
こ
ま
さ
ず
﹂
の
非
核
三

原
則
を
遵
守
し
、
世
界
に
範
を
示

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま

す
。

　
２
０
１
０
年
の
核
不
拡
散
条
約

︵
Ｎ
Ｐ
Ｔ
︶
再
検
討
会
議
に
向
け

て
、
昨
年
４
月
か
ら
、
新
た
な
準
備

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
昨
年

末
、
国
連
総
会
で
核
兵
器
廃
絶
を

求
め
る
決
議
が
、
１
５
６
対
５
︵
ヵ

国
︶
の
圧
倒
的
大
差
で
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

　
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
実
現
す

る
た
め
に
、
い
ま
国
内
外
で
大
き

な
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
よ
っ
て
、
政
府
に
お
い
て
は
、

﹁
核
兵
器
廃
絶
の
提
唱
・
促
進
﹂
と

﹁
非
核
三
原
則
の
厳
守
﹂
を
あ
ら
た

め
て
国
連
総
会
や
日
本
の
国
会
な

ど
内
外
で
宣
言
し
、
非
核
日
本
宣

言
と
し
て
各
国
政
府
に
通
知
し
、

核
兵
器
の
な
い
世
界
の
た
め
の
共

同
の
努
力
を
呼
び
か
け
る
よ
う
求

め
る
も
の
で
す
。

提
出
先
　
内
閣
総
理
大
臣
・
外
務

大
臣
・
厚
生
労
働
大
臣
・
文
部
科
学

大
臣
・
衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

　
　
　
中
止
・
撤
回
を
求
め
ま
す

医師・看護師等の　　　

　　　増員を求めます

　
平
成
18
年
通
常
国
会
に
お
い
て
、

医
療
改
革
関
連
法
が
可
決
成
立
し
、

75
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
と
し

た
﹁
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
﹂
が
、

こ
の
４
月
か
ら
実
施
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　
同
制
度
は
、
一
定
の
激
変
緩
和

措
置
が
設
け
ら
れ
る
も
の
の
、
こ

れ
ま
で
保
険
料
の
負
担
が
な
か
っ

た
扶
養
親
族
を
含
め
、
す
べ
て
の

高
齢
者
を
対
象
と
し
、
原
則
と
し

て
月
額
１
万
５
千
円
以
上
の
年
金

受
給
者
は
、
年
金
か
ら
天
引
き
で

保
険
料
が
徴
収
さ
れ
、
ま
た
、
後
期

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
別
立
て
の

診
療
報
酬
を
設
定
す
る
な
ど
、
高

齢
者
の
老
後
を
脅
か
す
医
療
制
度

の
導
入
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
１
年
間
凍
結
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
が
、
70
歳
〜
74
歳
高
齢

者
の
窓
口
負
担
が
１
割
か
ら
２
割

(

現
役
並
み
所
得
者
は
３
割) 

に
引

き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
ま
す
ま
す
高
齢
者
に
医
療
負

担
増
が
強
い
ら
れ
ま
す
。

　
本
会
議
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

を
か
か
え
た
医
療
制
度
の
中
で
の

｢

後
期
高
齢
者
医
療
制
度｣

の
実
施

は
、
高
齢
者
を
は
じ
め
国
民
を
医

療
か
ら
遠
ざ
け
る
と
と
も
に
、
老

後
の
生
活
を
脅
か
す
ば
か
り
で
あ

り
、
と
う
て
い
認
め
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

　
よ
っ
て
、
政
府
に
お
い
て
は
、
誰

も
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
国
の
責
任
を
明
記
し

た
憲
法
第
25
条
の
立
場
に
立
っ
て
、

下
記
の
事
項
の
実
現
を
図
る
よ
う

強
く
要
望
す
る
も
の
で
す
。

１
　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、

中
止
・
撤
回
す
る
こ
と

２
　
70
歳
か
ら
74
歳
の
高
齢
者
の

窓
口
負
担
は
従
来
ど
お
り
１
割

と
す
る
こ
と

３
　
医
療
に
伴
う
国
の
予
算
を
増

額
し
、
高
齢
者
を
は
じ
め
、
国
民

が
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
努
め
る
こ
と

提
出
先
　
内
閣
総
理
大
臣
・
財
務

大
臣
・
厚
生
労
働
大
臣
・
総
務
大

臣
・
衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長

　
医
療
事
故
を
な

く
し
、
安
全
・
安

心
で
ゆ
き
と
ど
い

た
医
療
・
看
護
を

実
現
す
る
た
め
に

は
、
医
療
従
事
者

が
ゆ
と
り
と
誇
り

を
持
っ
て
働
き
続

け
ら
れ
る
職
場
づ

く
り
が
不
可
欠
で

す
。

　
し
か
し
、
医
療

現
場
の
実
態
は
か

つ
て
な
く
過
酷
に

な
っ
て
お
り
、
医

師
や
看
護
師
等
の

不
足
が
深
刻
化
し

て
い
ま
す
。
埼
玉
県
に
お
い
て
は
、

人
口
10
万
人
対
比
で
の
数
は
、
医

師
、
看
護
師
と
も
長
年
全
国
最
下

位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
、
深
刻
な
事
態

が
つ
づ
い
て
い
ま
す
。
看
護
師
は

仕
事
に
追
わ
れ
て
疲
れ
果
て
、｢

十

分
な
看
護
が
提
供
で
き
て
い
る｣

と

の
回
答
は
一
割
に
も
届
か
ず
、
４

分
の
３
近
く
が
や
め
た
い
と
思
っ

て
い
る
、
と
の
医
療
現
場
で
の
調

査
が
あ
り
ま
す
。

　
病
院
に
よ
っ
て
は
、
必
要
な
医

師
・
看
護
職
員
を
確
保
で
き
ず
、
病

棟
集
約
︵
閉
鎖
︶
の
事
態
も
生
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
医
師
・
看
護
師
の
配
置
基
準
を

引
き
上
げ
、
養
成
、
定
着
、
離
職
防

止
を
図
る
こ
と
は
緊
急
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　｢

安
全
・
安
心
の
医
療
・
看
護
を

実
現
す
る
た
め
の
コ
ス
ト
保
障｣

が

必
要
で
あ
り
、
診
療
報
酬
な
ど
に

よ
る
財
政
的
裏
付
け
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
よ
っ
て
政
府
は
、
医
療
現
場
で

の
大
幅
増
員
を
保
障
す
る
医
師
・

看
護
師
等
の
確
保
対
策
、
予
算
の

拡
充
や
診
療
報
酬
の
改
善
を
行
う

よ
う
、
次
の
よ
う
に
要
望
す
る
も

の
で
す
。

１
　
医
師
・
看
護
師
な
ど
医
療
従

事
者
を
大
幅
に
増
員
す
る
こ
と

２
　
医
師
の
要
請
数
を
抜
本
的
に

増
や
す
と
と
も
に
、
医
師
・
看
護

師
の
配
置
基
準
を
引
き
上
げ
、

定
着
の
た
め
の
施
策
を
進
め
る

こ
と

３
　
看
護
職
員
の
配
置
基
準
を
抜

本
的
に
改
善
す
る
こ
と
。
緊
急

に
﹁
第
六
次
看
護
職
員
需
給
見

通
し
﹂
の
見
直
し
を
行
う
こ
と

４
　
夜
勤
日
数
を
月
８
日
以
内
に

規
制
す
る
な
ど
﹁
看
護
師
等
の

人
材
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法

律
﹂(

看
護
職
員
確
保
法)

等
を
改

正
す
る
こ
と

提
出
先
　
内
閣
総
理
大
臣
・
財
務

大
臣
・
厚
生
労
働
大
臣
・
衆
議
院
議

長
・
参
議
院
議
長
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新
緑
の
候
、
住
民
の
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
素
よ
り
町
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
こ
の
た
び
私
ど
も
は
、
４
月
22
日
の
臨
時
会
に
お
い
て
、
引
き
続
き
議
長
並
び
に
副
議

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
責
務
の
重
大
さ
を
痛
感
し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
心
を
新
た
に
し
、
町
の
発
展
と
住
民
福
祉
の
推
進
と
共
に
、
住
民
に
と
っ
て
分
か
り
や

す
い
議
会
改
革
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
議
会
の
円
滑
な
運
営
に
あ
た
り
、
公
平
な
立
場
か
ら
誠
心
誠
意
、
最
善
の
努
力

を
つ
く
し
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
て
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

議
長
に
　

秋
坂
　
豊
　

氏

　
　
　
　
　
　

副
議
長
に
　

光
下
重
之
　

氏

　
平
成
20
年
第
２
回
臨
時
会
は
、
４
月
22
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
１
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
上
程
さ
れ
た
議
案
は
、﹁
技
能
功
労
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
﹂

の
１
件
で
、
審
議
の
結
果
、
原
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
長
及
び
副
議
長
の
選
出
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

就任のごあいさつ

議長　秋坂　豊副議長　光下重之

第２回臨時会　議長・副議長を選出 14

︻
第
２
回
臨
時
会 

審
議
結
果
︼

●

技
能
功
労
職
員
の
給
与
の
種
類
及

び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
原
案
可
決

●議会は、公開されていますので、どなたでも傍聴できます。

●議員の活動や町政の方針を見聞きする身近な方法です。本会議

の当日、役場６階の議会事務局の窓口で、受付簿に住所、氏名

などを記入していただくだけで傍聴できます。

●会議は、午前９時30分から開始します。

●傍聴席は33席あり、車イスでの入場も可能です。

●議案等の資料も備えてあり、会議中の出入りも自由ですので、

どうぞお気軽にお越しください。

※他にもたくさんのご意見をいただきましたが、

　一部をご紹介しました。

傍聴席から15

同じ内容の質問が多かった。

他の議員の答弁も聞きたかった。

（みよし台 Y さん）

３月定例議会を傍聴された方からご意見・ご感想をいただきました

議員の質問の内容が聞き

とりにくい。ことばがはっきり

聞こえない。

（藤久保Ｋさん）

国会討論とは違い、すべて

身近な質疑応答を傍聴させていただ

き、よかったと思っています。子どもたちの

こと、職員削減、ライフバスの件、光回線の導入

にて向上したらよいと思っています。

　退職者のノウハウの利用については天下りにな

るのでは？とも思いましたが、でも、すごく和や

かな雰囲気のうちに終わり、少し物足りない

感じがしました。

　ありがとうございました。

（上富Ｆさん）

県市町の議会傍聴をしています。

　それを通じて傍聴者（住民・有権者）に分か

りやすい議事進行及び傍聴ルールになっているかどう

か比較しています。

　傍聴席右側に議案一式が備え付けられていますが、これ

は傍聴席に持ち込んでよいか、分かりません。

　例えば予算等細かい資料を用いる議論のときは、手

元にコピーなど持てると内容が理解しやすくなり

ます。

（富士見市鶴馬Ｆさん）

開始時間を守れないのは何故か？傍

聴も暇で来ているわけではない。

　休憩時、開始時 16：00 守られていない。

　もう少し地域住民の声をよく聞いて、見直し動議等

で答弁する場合、よく勉強してから臨まれたい。

（藤久保Ｋさん）

とても具体的でよく分かった。

前向きな姿が見えてよかったです。

（藤久保Ｍさん）

３月定例会の傍聴者数

３ 月 ３ 日 ６名

３ 月 ６ 日 12 名

３ 月 ７ 日 31 名

３ 月 10 日 3 名

３ 月 11 日 2 名

３ 月 13 日 1 名

３ 月 17 日 1 名

３ 月 18 日 14 名

３ 月 24 日 19 名

合　　　計 89 名
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２月

４ 日 入間郡町村議会議長会

５ 日 全員協議会

13日 埼玉県後期高齢者医療広域連合議会定例会

15日 町村議会議長会正副議長及び事務局長合同研修会

18日 全員協議会

19日 総務建設常任委員会

20〜21日　町村議会広報研修

27日 議会運営委員会

29日 埼玉県町村議会議長会定期総会

３月

３〜25日　第１回三芳町議会定例会

７ 日 議会運営委員会

10日 全員協議会及び議会運営委員会

11日 総務建設常任委員会及び厚生文教常任委員会

19日 入間東部地区消防組合議会定例会

入間東部地区衛生組合議会運営委員会
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議 会 活 動 日 誌

25 日 入間東部地区衛生組合議会第１回定例会

全員協議会

26日 議会だより編集委員会

４月

４ 日 町村議会議長会役員会

11日 議会だより編集委員会

14日 入間東部広域斎場「しののめの里」施設見学

22日 第２回三芳町議会臨時会

詳しい日程は、５月末に三芳町ホームページに掲載予定です。

ＦＡＸ・メール等による、ご意見・ご要望もお待ちしております。

次の議会定例会は６月２日（月）開会予定

皆様の傍聴をお待ちしております。

傍聴される方は、必ず６階議会事務局で受け付けをお願いします

H20.5.15　三芳町議会だより　No.128

桑の実三芳保育園（初めての民間保育園）の入園式
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